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凶
日
一
四

申
さ
れ
候
。
さ
候
聞
方
上
紳
聞
の
事
は
、
せ
ん
き
の
ご
と
く
問
分

可
v

申
候
、
平
に
御
師

a
候
て
、
今
度
の
御
遊
行
沿
た
し
申
さ
れ
候
へ

一
事
の
様
始
中
終
申
候
庭
に
、
則
地
問
か
も
ん
の
す
け
・
片
山
一
一
一
郎

兵
衛
商
人
h
申
入
候
。
や
が
て
霜
明
六
日
に
遊
佐
殿
披
露
候
。
や

(
符
)

が
て
御
聞
わ
け
候
て
、
五
井
方
へ
召
存
っ
か
わ
せ
ら
れ
候
。
そ
の

(

倣

)

(

府

)

返
事
は
、
兵
庫
糊
柴
候
と
て
つ
い
に
出
存
不
ν
申
候
。
同
名
小
三
郎

と
申
候
者
出
荷
さ
せ
色
K

申
候
慮
に
、
遊
佐
殿
よ
り
は
、
四
角
一

方
の
大
祉
の
御
下
地
、
昔
よ
り
代
官
と
し
て
手
を
入
ざ
る
在
所
を
、

悉
皆
落
候
事
曲
事
に
て
候
。
何
か
も
い
ら
や
、
御
屋
形
様

LP
E進

可
v

申
候
と
て
、
柑
月
十
八
日
に
、
大
宮
申
欣
に
遊
佐
肢
の
御
す
い

き
ょ
を
御
副
候
て
御
ち
う
し
ん
候
。
則
間
安
の
案
文
と
れ
に
あ
り
。

然
間
遊
佐
殿
何
ら
れ
候
子
細
は
、
雨
方
よ
り
の
儀
具
に
注
進
申
候
。

さ
れ
共
年
内
は
到
来
有
閑
敷
候
問
、
年
始
の
御
紳
一事た
い
て
ん
候

て
は
、
上
ら
ふ
の
御
た
め
不
v
可
ν

然
候
。
所
詮
注
進
到
来
の
問
、
ま

づ
一利
回
の
年
貢
大
宮
方
へ
わ
た
さ
れ
、
年
始
の
御
神
事
な
し
申
さ

れ
候
は
Y
可
ν
然
候
由
仰
候
て
、
兵
庫
方
へ
問
中
次
郎
四
郎
っ
か
わ

れ
候
。
や
が
て
大
宮
同
道
候
て
罷
下
候
。
さ
候
問
、
問
中
兵
庫
方

へ
罷
出
、
子
細
委
申
候
へ
北
ハ
、
狛
以
承
引
不
ν

被
v

申
候
問
、
問
中
罷

上
候
。
叉
大
宮
よ
り
人
を
上
、
遊
佐
殿
へ
か
の
子
細
申
候
底
に
、

い
づ
〈
へ
可
ν
行
ぞ
と
て
、
跡
へ
も
不
ν
師
、
さ
き

へ
も
不
v

行
候
問
、
ゃ
う
/
¥
手
を
引
候
て
、
蛸
嶋
幾
野
呑
頭
が
家
ま
で
引

っ
け
候
。
や
が
て
廿
日
の
夜
の
暁
腹
を
き
り
候
。
そ
れ
を
も
難
波

入
道
・向
い
と
と

の
借
・殿
原
・
中
問
、
前
後
沿
は
怒
れ
ぬ
者
共
、
夢

に
も
不
v

知
候
。
夜
あ
け
候
て
、
内
者
共
見
つ
け
候
て
、
言
語
道
断

の
次
第
、
高
鹿
宮
の
御
罰
を
か
ぶ
り
候
。
問
中
の
事
は
市
不
ν
及、

れ
て
、

他
閣
ま
で
も
風
間
候
。
是
非
た
〈
候
事
北
ハ
に
て
候。

(死
J

一
、
谷
屋
三
郎
ざ
へ
も
ん
兄
弟
親
子
三
人
、
極
月
十
八
日
に
し
に

候
。
と
り
わ
け
此
者
共
は
、
一
例
領
を
ふ
み
候
問
、
と
し
足
手
ぬ
け

候
て
う
せ
候
。

一
、
兵
庫
親
父
将
監
入
道
、
と
れ
も
紳
罰
か
ぶ

D
候
て
、
同
年
八

と、
、
中
人
を
も
っ
て
色
K

申
さ
れ
候
問
、
さ
様
に
候
は
H
A

、
萱
町

之
分
間
わ
け
ら
れ
た
る
一
行
を
、
五
井
方
よ
り
給
候
て
罷
師
、
御

榊
事
沿
成
可
ν
申
候
由
中
人
に
申
候
蕗
に
、
法
印
・
院
、主
う
け
給
候

咽
事
は
、
す
で
に
兵
庫
も
仰
屋
形
奉
公
の
人
に
て
候
、
叉
忠
信
共
も

年
よ
り
て
申
事
に
て
候
へ
ば
、

一
行
・ま
で
も
る
る
問
敷
候
。
我
ら

に
御
ま
か
せ
候
て
、
御
師
候
て
御
紳
事
御
つ
と
め
候
へ
。
た
と
い

(
に
て
カ
)

以
後
し
て
兎
角
被
v

申
候
共
、
其
時
は
剛
山
中
俗
、
大
宮
殿
沿
同
道
市
、

戸
主
申
脱
力
J

御
屋
形
様
h
と
も
に
友
げ
き
可
v

申
候
問
、
此
上
は
是
非
に
不
v

及
、

(
珠
洲
郡
)

上
戸
よ
り
罷
師
、
九
月
の
御
遊
行
其
外
御
一
柳
事
各
K

成
申
候
。
さ

候
問
、
彼
御
刑
事
と
と

λ
¥〈
つ
と
め
申
候
て
以
後
に
、
五
井
兵

(
逮
醐
世
)

庫
い
へ
ん
仕
候
。
言
語
道
断
の
，次
第
候
。
然
北
ハ中
人
以
前
被
v

申
候

た
る
事
ど
も
候
問
、
中
入

へ
と
ピ
け
候
。
ち
ろ
に
ん
も
め
い
わ
〈

候
て、

兵
庫
方
へ
色
k

被
v
申
候
へ
共
、
克
に
承
引
不
v
被
ν

申
候
。
さ

候
へ
ば
、
紳
閃
悉
ゐ
と
し
候
問
、
と
れ
に
て
は
道
不
ν
行
候
問
、
十

(
府
)

月
廿
八
日
に
拝
中

へ
罷
出
、
表
野
太
郎
三
郎
治
た
の
み
、
か
の
公

中
御
屋
形
犠

L
P
E進
、
文
明
十
年
正
月
十
日
陀
存
中
へ
到
来
候
。

彼
一
柳
閃
沿
と
と
ん
¥
〈
御
祉
へ
蹄
申
候
へ

と
御
奉
書
治
、
遊
依
蹴

よ
り
此
方
へ
給
候
。
主
ハ
御
奉
書
と
れ
に
あ
り
。
叉
榊
保
加
賀
段
よ

り
も
御
半
武
田
か
さ
ね
て
給
候
。
と
れ
に
あ
り
。
随
而
五
井
兵
庫
、

榊
慮
の
御
割
引
か
ぶ
り
候
事
。

一
、
北
よ
り
大
な
る
ひ
か
り
物
、
兵
庫
家
の
上
へ
飛
落
、
家
つ
ぶ

る
L

。

〔
法
)

て
き
つ
ね
兵
庫
家
の
内
夜
る
ひ
る
の
し
ゃ
別
友
〈
乱
入
候
。

一
、
極
月
廿
八
日
に
軒
ば
に
ご
ま
生
出
を
、
と
ぎ
候
へ
ば
、
時
程

に
叉
生
出
候。

一
、
十
二
月
小
晦
の
夜
の
夢
に
、
兵
庫
枕
上
に
御
一
仰
の
仰
す
が
た

し
て
、
白
羽
の
弓
笑
に
て
、
の
ふ
へ

沿
と
を
す
と
見
し
よ
り
不
し

よ
〈
候
。

一
、
正
月
朔
日
に
親
の
底
へ
踏
出
候
が
、
道
に
〈
れ
ん
に
う
せ
候

て
見
h

十
候
。
そ
の
日
の
い
り
の
さ
か
り
に
見
出
し
候。

一
、
正
月
廿
日
に
出
存
す
ペ
〈
候
と
て
我
宿
を
出
候
が
、
さ
き
へ

文
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年

明

月
廿
三
日
に
死
候
。

一
、
林
が
子
も
し
に
候
。
あ
ま
り
不
思
議
候
問、

末
代
の
た
め
如
ν

此
注
置
候
。

文
明
拾
年
八
月
廿
八
日
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二
月
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一
目
。
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